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会員からの投稿 

無電柱化への取り組み 

NPO 法人電線のない街づくり支援ネットワーク 

理事 兼 事務局長 井上 利一 

 

今年設立から 11 年を迎えます。電線のない安全で美

しい空の実現を目指す国内唯一の NPO 法人として、こ

れからも会員企業、行政機関、各種団体と連携して無電

柱化に取り組んで参ります。 

2016 年 12 月の「無電柱化の推進に関する法律」の

成立を受けて、昨年は、各地でシンポジウムを開催しま

した。１月の東京を皮切りに、２月に大阪、８月に沖縄、

10 月に北海道・札幌で、専門家や首長、電力会社を招

いて、無電柱化の最新事例の紹介や課題を議論しました。

無電柱化の関心の高さを証明するかのようにすべての

開催地で満員御礼となりました。 

特に沖縄と北海道では、無電柱化の関心が高く、沖縄では、毎年、台風などの被害に悩まさ

れる防災としての無電柱化、北海道では、風雪による被害は当然のこと、近年、増加が著しい

インバウンドにより、景観の経済効果から無電柱化が注目されることとなり、2017 年の流行

語大賞にもノミネートされた「インスタ映え」が無電柱化を後押し？することにもなりました。 

北海道のシンポジウムで、他に注目を集めたのは、江差町歴まち商店街の無電柱化です。古

きよき、街並みを無電柱化によって再現するとともに、地域住民の結束が生まれ、住んでいる

人々が、きれいに整備された通りを維持するために、率先して清掃活動をするなど、まちが活

性化し、そのことがまた、多くの観光客を呼ぶこととなりました。 

さらに江差町では、NPO 法人日本で最も美しい村連合と連携して、近隣地域である青森県

佐井村(下北半島の先端に位置する)の伝統行事を復活させる運動を起こすなど、近隣地域にも

刺激を与えています。古きよき日本の素晴らしい景観と歴史を無電柱化というカンフル剤を注

入することで、活性化する取り組みは、これからのまちづくりのお手本になるでしょう。 

今年は、４月 16 日（月）に名古屋駅近くの会場で無電柱化シンポジウムを行います。名古

屋市をコアとする中部地域は、文字通り日本の中央に位置し、静岡県西部から長野県、岐阜県、

三重県と中央高地・東海地方という、これからの日本の経済、文化をその多様なパワーでリー

ド、観光面でも大きな可能性を持っているところです。そんな中部圏らしい無電柱化のあり方

を探り、強力に推進する道を拓くために、最新の情報発信とともに考える場になればと思いま

す。個人的には、はやく富士山を電線に邪魔されずにすっきり美しく撮影したいと思います！

皆様のご参加をお待ちしております！ 

  

－１９－ 

安政といえば、ほれ、安政の大獄で有名な伊井直弼が桜田門外で、暗殺され

たころだなあ。 

その頃、江戸ではコレラという伝染病がはやっていてな、７０万人もの方が

亡くなったそうだ。翼先生は、オランダ語のコレラの本を読みあさり、翻訳し

て、医者たちに治療法を伝え、多くの患者を助けた。これには、伊東玄朴も

「加賀山翼は敏達豪俊のもの也」と絶賛していたという。 

安政６年６月、翼先生は、もっと皆が

西洋医学を学ぶ必要性があると考えて、

江戸の御屋敷内に蘭学館を設立すること

を願い出て、許可され、伊東玄朴や織田

研斎、山根敬造らと医学を広めたそう

な。 

その年の９月、会津に戻ると、藩は日

新館医学寮に蘭学科を設立して、翼先生

を師範として迎えたという。どうだ、

仁、日本で初めての医学所は、この会津

からはじまったんじゃよ。 

 

「へーっ、すごいなあ。しっかし、相変わらずお尚の話

は長いなあ～」とおれ。 

「ははは、ついつい長くなっちまった。そういえばお前

の名前は、仁じゃないか。翼先生の名前からもらったんだ

なあ。」 

「あ！そうなのか。だけどさ、なんで会津藩からそん

な、日本で初めてのことが、次々にできたんだよぉ。おか

しくない？」 

「それそれ、その話となれば、会津初代藩主の保科正之

様のことを話してやらなくてはのお。」 

「やば、いいよ、いいよ、お尚。今日はもういいっ

て。」 

「ははは、そうか、そうか。では、次の機会に話してや

ろう。さ、そこまで分かったら、翼先生の墓の周り、掃除

してこい。よいな」 

「わかった、わかった。」 

そういうと、おれは、本堂の下の坂を転げるように下り

て、加賀山家の墓に行ってみた。丘の上にあるその墓から

は、会津の町が見おろせた。淡いみかん色の夕焼けが、柔

らかく町を包んでいた。 

（つづく） 

 

※加賀山翼は、文化８年（１８１１年）に生まれ、明治４年（１８７１年）に亡くなった。 

※松平容保は、嘉永５年（１８５２年）から明治元年（１８６８年）の会津落城まで、会津藩主を務めた。 
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